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「
地
域
博
物
館
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を
防
災
学
習
の
拠
点
に―

「
博
学
連
携
」
に
代
わ
る
新
た
な
使
命―
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
博
物
館
、
資
料
館
、
防
災
学
習
、
博
学
連
携
、
常
設
展
示 

  

は
じ
め
に 

高
度
経
済
成
長
期
（
日
本
で
は
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
と
さ
れ

る
［
『
角
川 

日
本
史
辞
典
』
］
）
、
全
国
各
地
で
開
発
行
為
に
先
行
す
る
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
急

増
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
原
始
・
古
代
史
像
が
急
速
に
解
明
さ
れ
始
め
、
こ
う
し
た
考
古
資

料
を
保
存
・
管
理
し
公
開
す
る
施
設
を
待
望
す
る
声
が
各
地
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
に
政
府
が
主
催
し
た
「
明
治
百
年
記
念
式
典
」
や
一
九
八
〇
年

代
に
全
国
各
地
で
盛
ん
に
な
っ
た
自
由
民
権
運
動
一
〇
〇
年
の
顕
彰
活
動
を
契
機
に
、
人
々
の

地
域
史
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
と
、
全
国
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
で
は
自
治
体
史
編
纂
が
開

始
さ
れ
、
そ
の
終
了
後
に
は
、
集
め
ら
れ
た
資
料
の
保
存
・
管
理
を
目
的
と
し
た
博
物
館
・
資
料

館
の
建
設
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。 

こ
う
し
て
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
を
中
心
に
全
国
各
地
に
相
次
い
で
誕
生
し
た
の
が
、
都
道

府
県
・
区
市
町
村
立
の
「
博
物
館
」
で
あ
る
（
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
「
博
物
館
」
と
表
記

す
る
場
合
に
は
、
総
合
博
物
館
・
歴
史
博
物
館
（
資
料
館
）・
美
術
館
・
文
学
館
・
自
然
科
学
館
・

水
族
館
・
動
物
園
・
植
物
園
等
の
総
称
と
す
る
）
。
な
か
で
も
、
最
も
数
多
く
設
置
さ
れ
た
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
を
、
そ
の
設
置
主
体
で
あ
る
自
治
体
の
関
連
資
料
を
収
集
・
保
管
（
保

存
・
管
理
）
し
、
展
示
公
開
し
て
い
る
歴
史
博
物
館
や
総
合
博
物
館
で
あ
っ
た
。 

文
化
庁
に
よ
れ
ば
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
一
〇
月
現
在
の
全
国
各
地
の
「
博
物
館
」
は

五
七
三
八
館
を
数
え
、
そ
の
う
ち
の
約
三
分
の
二
に
あ
た
る
三
八
〇
〇
館
が
、
都
道
府
県
あ
る
い

は
区
市
町
村
が
設
置
し
た
歴
史
博
物
館
（
三
三
二
八
館
）
と
、
歴
史
展
示
を
含
む
総
合
博
物
館

（
四
七
二
館
）
で
あ
る
（
文
化
庁H

P

「
博
物
館
の
振
興
」
。2021.8.10.

確
認
）
。
本
稿
で
は
、

こ
う
し
た
全
国
各
地
で
最
も
一
般
的
な
「
博
物
館
」
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
設
置
主
体
で
あ
る
自
治

体
の
歴
史
に
関
連
す
る
資
料
を
収
集
・
保
管
（
保
存
・
管
理
）
し
、
展
示
し
て
い
る
歴
史
博
物
館

や
総
合
博
物
館
を
「
地
域
博
物
館
」
と
総
称
し
て
稿
を
進
め
て
い
き
た
い
。
特
に
、
従
来
か
ら
の

学
校
（
小
・
中
学
校
、
高
校
等
）
と
の
連
携
が
大
き
な
曲
が
り
角
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
「
地
域

博
物
館
」
が
今
後
も
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
た
な
取
り
組
み
、
具
体
的
に
は
地
域
の
防
災

学
習
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
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目
的
で
あ
る
。 

 
Ⅰ 

「
博
学
連
携
」
の
現
在 

「
博
学
連
携
」
す
な
わ
ち
「
博
物
館
」
と
「
学
校
（
小
・
中
学
校
、
高
校
等
）
」
と
の
連
携
は
、

明
治
期
の
日
本
が
欧
米
の
文
化
を
受
容
す
る
中
で
日
本
に
も
「
博
物
館
」
が
誕
生
し
た
時
点
か
ら

既
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
自
然
発
生
的
に
始
動
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
こ
う

し
た
関
係
が
事
実
上
の
制
度
化
を
み
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に

告
示
さ
れ
た
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
社
会
科
に
お
い
て
、
指
導
計
画
作
成
の
配
慮
事
項
に

「
博
物
館
や
郷
土
資
料
館
等
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
身
近
な
地
域
及
び
国
土
の
遺
跡
や
文

化
財
な
ど
の
観
察
や
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
表
現
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
の
「
社
会
」
や
高
等
学
校
の
「
地
理
・
歴
史
」

の
学
習
指
導
要
領
で
も
、
観
察
や
見
学
及
び
調
査
・
研
究
な
ど
の
体
験
的
な
学
習
が
求
め
ら
れ
、

学
習
資
源
と
し
て
の
博
物
館
の
活
用
が
具
体
的
に
促
さ
れ
て
い
る
（
駒
見
和
夫
「
博
学
連
携
に
至

る
史
的
経
緯
と
思
考
の
道
筋
」『
全
博
協
研
究
紀
要
』
一
一
、
二
〇
〇
九
年
）
。
そ
の
よ
う
な
中
、

平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
か

ら
小
・
中
学
校
、
高
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
段
階
的
に
導
入
さ
れ
、

そ
の
前
後
か
ら
「
博
学
連
携
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
下
、「
博
物
館
」
、
と
り
わ
け
「
地
域

博
物
館
」
と
学
校
（
小
・
中
学
校
、
高
校
等
）
と
の
よ
り
一
層
の
連
携
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
近
年
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、

現
在
で
は
「
博
学
連
携
」
と
い
う
言
葉
も
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ

は
何
故
だ
ろ
う
か
？ 

こ
の
よ
う
に
「
博
学
連
携
」
の
影
が
薄
く
な
っ
た
要
因
の
第
一
は
、
既
に
社
会
問
題
に
も
な
っ

て
い
る
学
校
現
場
に
お
け
る
教
員
の
〝
多
忙
化
〟
で
あ
ろ
う
。
令
和
二
年
度
（
二
〇
二
〇
年
四
月

～
）
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
伴
う
新
た
な
業
務
の
登
場
は
想
定
外
の

こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
小
・
中
学
校
、
高
校
等
の
教
員
は
、
社
会
状
況
や
子
ど
も
の
複
雑
・

多
様
化
へ
の
対
応
を
日
々
迫
ら
れ
、
ま
た
そ
の
一
方
で
、
学
校
が
一
つ
の
組
織
体
で
あ
る
と
い
う

認
識
が
希
薄
に
な
り
、
学
び
の
共
同
体
と
し
て
の
学
校
の
機
能
（
同
僚
性
）
が
発
揮
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
状
況
も
相
俟
っ
て
（
中
央
教
育
審
議
会
「
２
．
教
員
を
め
ぐ
る
現
状
」『
今
後
の
教
員

養
成
・
免
許
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
答
申
）
』
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
七
月
一
一
日
。

文
部
科
学
省H

P

よ
り
。2021.7.25.

確
認
）
、
慢
性
的
な
〝
多
忙
化
〟
に
直
面
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
教
員
の
日
常
業
務
の
〝
多
忙
化
〟
は
、
児
童
・
生
徒
を
実
際
に
「
博
物
館
」
に
引
率
す
る

機
会
を
奪
っ
て
お
り
、
ま
た
、「
博
物
館
」
か
ら
学
芸
員
に
実
物
教
材
を
持
っ
て
来
校
し
て
も
ら

う
授
業
（
い
わ
ゆ
る
〝
出
前
授
業
〟
）
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
学
校
の
教
員
と
「
博
物
館
」
の

学
芸
員
が
事
前
に
綿
密
か
つ
丁
寧
な
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
状
で
は
、
そ

の
よ
う
な
時
間
を
割
く
こ
と
も
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
学
校
現
場
に
お
け
る
教
員
の
〝
多
忙
化
〟
に
加
え
て
、「
博
学
連
携
」
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
の
が
、
奇
し
く
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
伴
っ
て
加
速
し
た

〝G
IG

A

（G
lobal and Innovation G

ateway for All

）
ス
ク
ー
ル
構
想
〟
と
こ
れ
に
伴
う
〝

ICT

教
育
〟
の
推
進
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
一
二
月
一
九
日
、
文
部
科

学
省
は
文
部
科
学
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「G

IG
A

ス
ク
ー
ル
実
現
推
進
本
部
」
を
設
置
し
た
。

そ
の
目
的
は
、「
『
安
心
と
成
長
の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済
対
策
』（
令
和
元
年
一
二
月
五
日
閣
議

決
定
）
に
お
い
て
、「
学
校
に
お
け
る
高
速
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
（
校
内LAN

）
の
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特
に
、
義
務
教
育
段
階
に
お
い
て
、
令
和
五
年
度
ま
で
に
、
全
学
年

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
に
端
末
を
持
ち
、
十
分
に
活
用
で
き
る
環
境
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
と
し
、
事
業
を
実
施
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
国
と
し
て
継
続
的
に
財
源
を
確
保

し
、
必
要
な
支
援
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
教
育
人
材
や
教
育
内
容
と
い
っ
た
ソ
フ

ト
面
で
も
対
応
を
行
う
。
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、G

IG
A

ス
ク
ー
ル
実
現
推
進
本
部
を
設

置
す
る
。
」（
「G

IG
A

ス
ク
ー
ル
実
現
推
進
本
部
の
設
置
に
つ
い
て 

一
、
目
的
」『G

IG
A

ス
ク

ー
ル
実
現
推
進
本
部
に
つ
い
て
』
文
部
科
学
省H

P

よ
り
。2021.7.25.

確
認
）
と
あ
る
よ
う
に
、

総
て
の
小
・
中
学
生
に
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
備
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
推

進
し
よ
う
と
い
う
の
が
〝ICT

（Inform
ation and Com

m
unication Technology

）
教
育
〟
、

す
な
わ
ち
情
報
通
信
教
育
で
あ
り
、
総
て
の
小
・
中
学
生
が
学
校
や
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

よ
る
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
な
〝G

IG
A

ス
ク
ー
ル
構

想
〟
と
こ
れ
に
伴
う
〝ICT

教
育
〟
の
推
進
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
多
々
あ
る
が
、
本
稿
で
論
じ

て
い
る
「
博
学
連
携
」
の
面
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
実
際
に
「
地
域
博
物
館
」
に
足
を
運
ぶ
機
会

は
、
確
実
に
減
少
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
学
校
や
家
庭
に
い
な
が
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
「
地
域
博
物
館
」
のH

P

に
ア
ク
セ
ス
し
て
関
連
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
利
用
し
た
り
、
関
連
す
る
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
時
間
と
労
力

を
費
や
し
て
「
地
域
博
物
館
」
に
教
員
が
児
童
・
生
徒
を
引
率
す
る
よ
う
な
授
業
は
減
少
し
て
い

く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
〝G

IG
A

ス
ク
ー
ル
構
想
〟
と
こ
れ
に
伴
う
〝ICT

教
育
〟
の
推

進
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
が
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
（
虚
像
）
の
世
界
に
浸
る
機
会
が
増
加
す
る
あ
ま
り
、

実
物
（
〝
モ
ノ
〟
）
に
触
れ
る
機
会
が
減
少
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
祈
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
学
校
現
場
に
お
け
る
教
員
の
〝
多
忙
化
〟
と
、

急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
〝G

IG
A

ス
ク
ー
ル
構
想
〟
と
こ
れ
に
伴
う
〝ICT

教
育
〟
の
推
進

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
、
全
国
各
地
の
「
地
域
博
物
館
」
を
訪
れ
て
い
た
児
童
・
生
徒
数
は
確
実

に
減
少
傾
向
を
た
ど
る
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
よ
う
に
、「
地
域
博
物
館
」
の
設
置
主
体
は
、
都

道
府
県
あ
る
い
は
区
市
町
村
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
「
地
域
博
物
館
」
の
運
営
（
経
営
）
に
関
す

る
評
価
は
、
最
も
安
易
な
評
価
指
標
で
あ
る
入
館
者
数
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
毎

年
、
地
元
の
学
校
（
小
・
中
学
校
、
高
校
等
）
の
利
用
に
よ
っ
て
一
定
数
の
入
館
者
を
得
て
い
た

「
地
域
博
物
館
」
の
将
来
は
、
ど
の
よ
う
に
展
望
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

Ⅱ 

防
災
学
習
の
拠
点
へ 

従
来
か
ら
の
学
校
（
小
・
中
学
校
、
高
校
等
）
と
の
連
携
が
大
き
な
曲
が
り
角
に
さ
し
か
か
っ

て
い
る
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
地
域
博
物
館
」
が
今
後
も
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
た
な
入

館
者
を
獲
得
す
る
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
地

域
博
物
館
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
防
災
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
も
併
せ
持
つ
こ
と
を

提
言
し
た
い
。 

地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
更
に
台
風
や
長
雨
・
集
中
豪
雨
と
そ
れ
に
伴
う
洪
水
、
旱
魃
、
冷

夏
と
い
っ
た
季
節
的
な
気
候
不
順
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
に
伴
っ
て
二
次
的
に
派
生
す

る
飢
饉
・
疫
病
の
蔓
延
等
、
私
た
ち
は
、
ま
さ
に
様
々
な
災
害
と
と
も
に
歩
ん
で
来
た
と
換
言
し

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
災
害
は
、
今
な
お
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
、
今
後
も
ま
た

止
む
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
別
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年

の
安
政
大
地
震
を
伝
え
る
和
歌
山
県
有
田
郡
広
川
町
の
浜
口
梧
陵
記
念
館
・
津
波
防
災
教
育
セ

ン
タ
ー
や
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
伝
え
る
兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
既
に
大
地
震
（
大
規
模
災
害
）
の

記
録
・
資
料
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
地
域
博
物
館
」
も
各
地
に
誕
生
し
て

い
る
（
拙
稿
「
日
本
に
お
け
る
災
害
の
記
録
化
と
災
害
情
報
継
承
方
法
の
変
遷
に
つ
い
て
」『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
〇
三
集
、
二
〇
一
六
年
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
内
の
あ

ら
ゆ
る
場
所
が
、
過
去
に
は
こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
は
も
と
よ
り
実
に
様
々
な
災
害
に
遭
遇

し
続
け
て
き
た
の
で
あ
り
、
今
後
も
そ
れ
ら
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
全
国
各
地
の
「
博
物
館
」
の
約
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
「
地

域
博
物
館
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
襲
っ
て
き
た
過
去
の
災
害
の
記
憶
と
記
録
を
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
使
命
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
近
年
で
は
、
地
域
住
民
が
こ
の
よ
う
な
各
種
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
様
々
な

災
害
を
人
工
的
に
再
現
し
て
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
と
も
に
、
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
「
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
」
が
各
地
に
相
次
い
で
誕
生
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
筆
者
が
居
住
す
る
埼
玉
県
で
も
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
度
に
、
消
火
体
験
・
暴

風
体
験
・
地
震
体
験
・
煙
体
験
等
を
メ
イ
ン
と
し
て
展
示
ス
ペ
ー
ス
も
併
せ
持
つ
「
埼
玉
県
防
災

学
習
セ
ン
タ
ー
・
〝
そ
な
ー
え
〟
」
が
鴻
巣
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
設
置
主
体
は
、
埼
玉
県
教

育
委
員
会
で
は
な
く
、
知
事
部
局
で
あ
る
埼
玉
県
危
機
管
理
防
災
部
危
機
管
理
課
で
あ
る
。
こ
う

し
た
「
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の
多
く
は
、
災
害
に
関
す
る
歴
史
資
料
は
収
蔵
し
て
お
ら
ず
（
ま

た
、
そ
れ
ゆ
え
に
学
芸
員
も
配
置
せ
ず
）
、
教
育
委
員
会
の
所
管
で
は
な
く
首
長
部
局
の
所
管
で

あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。 

私
た
ち
が
実
際
に
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
最
新
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
最
新
の
情
報

に
触
れ
る
こ
と
の
出
来
る
こ
う
し
た
「
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の
役
割
も
確
か
に
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
、
当
該
地
域
に
お
い
て
過
去
に
ど
の
よ
う
な
災
害
が
ど
れ
だ
け
の
頻
度

で
発
生
し
、
ま
た
そ
の
災
害
の
規
模
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
学
ぶ
こ
と
も
、
今
後
の

災
害
の
発
生
予
測
や
被
害
の
防
止
（
減
災
）
の
た
め
に
は
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
言

う
ま
で
も
な
く
「
地
域
博
物
館
」
に
与
え
ら
れ
た
使
命
に
他
な
ら
な
い
。 

そ
れ
で
は
実
際
に
各
地
の
「
地
域
博
物
館
」
の
常
設
展
示
に
は
、
ど
の
程
度
、
災
害
史
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
１
は
、
近
年
私
が
訪
れ
た
「
地
域
博
物
館
」
に
お
け
る
災
害

史
の
展
示
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
災
害
史
展
示
の
現

状
は
、
決
し
て
十
分
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
総
じ
て
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
狭
小
で
あ
る
と
い
っ

た
、
物
理
的
な
問
題
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
表
１
で
取
り
上
げ
た
「
地
域
博
物
館
」
の
中

で
は
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
の
常
設
展
示
が
、
最
も
豊
富
な
災
害
史
の
情
報
を
観
覧

者
に
提
供
し
て
い
た
（
写
真
１
）
。
同
館
の
民
俗
展
示
室
の
「
水
の
力―

恐
れ
と
恵
み―

」
コ
ー

ナ
ー
の
展
示
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

・
「
水
の
力―

恐
れ
と
恵
み―

」
コ
ー
ナ
ー
パ
ネ
ル 

 
 

…

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
の
洪
水
の
水
位
を
刻
ん
だ
石
垣
（
複
製
。
原
資
料
は
皆
野
町
） 

 
 

…
「
水
害
略
図
（
明
治
二
三
年
）
」
写
真
パ
ネ
ル 

 
 

…
「
寛
保
二
年
・
安
政
六
年
の
水
害
」
解
説
小
パ
ネ
ル 

 
 

…

「
明
治
四
三
年
の
水
害
」
解
説
小
パ
ネ
ル 

 
 

…

「
埼
玉
県
洪
水
氾
濫
区
域
略
図
」
写
真
小
パ
ネ
ル 

 
 

…

「
カ
ス
リ
ン
台
風
」
解
説
小
パ
ネ
ル 



「地域博物館」を防災学習の拠点に

（40）

歴史博物館（都道府県・市区町村等）における災害展示

館名 所在地 訪問日
常設展示に
おける災害
災害の有無

地震 水害 戦災 その他

1 ふじみ野市立大井郷土資料館 埼玉県ふじみ野市 2018.8.31. ◦ 大井宿の火災
（明治14･15･25年）

2 文京ふるさと歴史館 東京都文京区 2018.9.21. ◦ 関東大震災 明暦の大火［振袖火事］
（明暦3［1657］年）

3 東京都水道歴史館 東京都文京区 2018.9.28. ◦ 関東大震災 渇水 ○

4 世田谷区立郷土資料館 東京都世田谷区 2018.11.2. ◦ ○

5 熊谷市立餓谷図書館3階
美術･郷土資料展示室 埼玉県熊谷市 2018.11.3. ◦ ○ 熊谷の大火（大正14年）

6 坂戸市立歴史民俗資料館 埼玉県坂戸市 2018.11.13. ×

7 志木市立郷土資料館 埼玉県志木市 2018.11.28. ◦ 明治43（1910）年の
洪水

志木市内に多く見られる
「水塚」の展示

8 山梨県立博物館 山梨県笛吹市 2018.12.1. ◦ 度重なる水害（河川氾濫）
と治水（信玄堤等）

9 朝霞市博物館 埼玉県朝霞市 2018.12.6. ×

10 川越市立博物館 埼玉県川越市 2018.12.13. ◦ 川越の大火
（明治26［1893］年）

11 豊鳥区立郷土資料館 東京都豊鳥区 2019.6.29. ◦ ○

12 さいたま市立博物館 埼玉県さいたま市 2019.8.30. ×

13 桶川市歴史民俗資料館 埼玉県桶川市 2019.9.26. ◦ 荒川の洪水

14 板橋区立郷土資料館 東京都板橋区 2020.2.22. ◦ ○

15 埼玉県立歴史と民俗の博物館 埼玉県さいたま市 2021.7.28. ◦
昭和 22（1947）年 ･
カスリン台風の被害状
況｡ 埼玉県内の水害史

16 毛呂山町歴史民俗資料館 埼玉県毛呂山町 2021.8.11. ×

17 新宿区立新宿歴史博物館 東京都新宿区 2021.8.18. ○ 発掘された地
割れの型取り ○

（写真１）埼玉県立歴史と民俗の博物館の民俗展示室「水の力―恐れと恵み―」
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…

「
カ
ス
リ
ン
台
風
の
被
害
状
況
」
写
真
小
パ
ネ
ル 

  

・
「
襲
い
く
る
水
」
解
説
大
パ
ネ
ル 

 
 

…

寛
保
治
水
碑
（
複
製
。
原
資
料
は
久
喜
市
鷲
宮
神
社
境
内
） 

 
・
「
水
害
と
の
戦
い
」
解
説
大
パ
ネ
ル 

 
 

…
「
洪
水
時
の
一
時
避
難
所 

水
塚
（
幸
手
市
）
」
写
真
パ
ネ
ル 

 
 

…

「
軒
下
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
ア
ゲ
ブ
ネ
（
水
害
用
の
船
）（
旧
北
川
辺
町
（
加
須
市
）
）
」

写
真
パ
ネ
ル 

 
 

…

蛇
籠
（
模
型
） 

 
 

…

『
堤
防
溝
洫
誌
』
（
明
治
八
年
） 

 
 

…

『
堤
川
除
普
請
心
得
』
（
明
治
二
三
年
） 

 
 

…

「
蛇
籠
の
秘
密―

現
代
に
受
け
継
が
れ
る
技
術―

」
解
説
小
パ
ネ
ル 

 
 

…

「
竪
籠 

根
籠 

出
典
『
図
録 
農
民
生
活
史
事
典
』
」
パ
ネ
ル 

 
 

…

「
「
枠
」
や
「
牛
」
」
解
説
小
パ
ネ
ル 

 
 

…

「
笈
牛 

沈
枠 

合
掌
枠 

出
典
『
図
説
江
戸
時
代
の
技
術
（
上
）
』
」
パ
ネ
ル 

 
 

…

「
水
塚
と
ア
ゲ
ブ
ネ―

暮
ら
し
を
守
る
知
恵―
」
解
説
小
パ
ネ
ル 

江
戸
時
代
の
人
々
が
度
重
な
る
洪
水
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
が
わ
か
る
展
示

が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
地
域
博
物
館
」
の
展
示
室
に
お
い
て
、
当
該
地

域
に
お
い
て
過
去
に
ど
の
よ
う
な
災
害
が
ど
れ
だ
け
の
頻
度
で
発
生
し
、
ま
た
そ
の
災
害
の
規

模
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
災
害
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た

の
か
を
学
ぶ
こ
と
は
、
今
後
の
災
害
の
発
生
予
測
や
被
害
の
防
止
（
減
災
）
の
た
め
に
は
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
具
体
的
な
実
践
を
射
程
に
入
れ
た
「
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
が
加

わ
る
こ
と
が
、
今
後
の
各
地
の
「
地
域
博
物
館
」
の
理
想
的
な
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
と
め
に
代
え
て 

公
立
学
校
教
育
の
大
き
な
変
化
、
す
な
わ
ち
先
に
触
れ
た
、
学
校
現
場
に
お
け
る
教
員
の
〝
多

忙
化
〟
と
、
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
〝G

IG
A

ス
ク
ー
ル
構
想
〟
と
こ
れ
に
伴
う
〝ICT

教

育
〟
の
推
進
に
よ
っ
て
、
学
校
（
小
・
中
学
校
、
高
校
等
）
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
「
地
域
博
物

館
」
の
利
用
は
確
実
に
減
少
化
に
向
か
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
小
稿
で
は
、
各

地
の
「
地
域
博
物
館
」
が
生
き
残
り
を
か
け
て
利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
「
地
域
博
物
館
」
が
災
害
史
の
展
示
を
充
実
さ
せ
、
更
に
そ
こ
に
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
防

災
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
提
言
し
た
。

「
地
域
博
物
館
」
を
、
喫
緊
の
課
題
と
向
き
合
っ
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
場
所

と
し
て
〝
再
生
〟
さ
せ
て
い
く
た
め
の
検
討
が
始
ま
る
こ
と
を
祈
念
し
て
ま
と
め
に
代
え
た
い
。

な
お
、
英
文
の
チ
ェ
ッ
ク
は
英
米
文
学
科
の
小
池
剛
史
准
教
授
の
手
を
煩
わ
し
た
。
記
し
て
感
謝

し
た
い
。 

 

［
付
記
］
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
四
月
、
私
と
一
緒
に
本
学
に
着
任
し
た
安
達
直
哉
教
授

が
本
年
度
を
も
っ
て
御
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
四
月
に
和
田
章
本
学
名
誉
教
授
ほ
か
の
皆
様
の
御
尽
力
に
よ
っ
て
設

置
さ
れ
た
本
学
の
博
物
館
学
講
座
も
本
年
度
で
開
設
二
五
周
年
を
迎
え
た
が
、
開
設
当
初
は
、
埼

玉
県
立
博
物
館
長
を
お
務
め
に
な
っ
た
金
井
塚
良
一
先
生
や
埼
玉
県
朝
霞
市
博
物
館
長
を
お
務

め
に
な
っ
た
村
上
義
彦
先
生
と
い
っ
た
私
の
埼
玉
県
の
学
芸
員
の
先
輩
に
あ
た
る
方
々
が
非
常

勤
講
師
と
し
て
講
座
の
授
業
を
担
当
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
四
月
、
偶
々
、
埼
玉
県
立
博
物
館
か
ら
着
任
し
た
私
と
一
緒
に
本
学
文
学
部
書
道
学
科
に
安
達

直
哉
教
授
が
東
京
国
立
博
物
館
か
ら
着
任
さ
れ
、
爾
来
、「
博
物
館
学
概
論
」「
博
物
館
実
習
」
と

い
っ
た
講
義
を
分
担
し
、
毎
年
の
博
物
館
実
習
報
告
会
の
開
催
や
『
博
物
館
学
講
座
だ
よ
り
』
の

定
期
発
行
な
ど
、
現
在
の
本
学
の
博
物
館
学
講
座
の
礎
を
構
築
す
べ
く
様
々
な
取
り
組
み
を
御

一
緒
に
重
ね
て
き
た
。
そ
の
後
、
本
学
の
博
物
館
学
講
座
に
は
、
高
橋
利
郎
先
生
、
厚
香
苗
先
生
、

丸
山
猶
計
先
生
が
相
次
い
で
着
任
さ
れ
、
現
在
で
は
、
博
物
館
で
の
勤
務
経
験
を
有
す
る
五
人
の

専
任
教
員
が
本
学
の
博
物
館
学
講
座
を
運
営
す
る
（
同
講
座
の
授
業
を
担
当
す
る
）
と
い
う
、
学

生
た
ち
か
ら
み
れ
ば
大
変
〝
贅
沢
〟
（
？
）
な
体
制
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
体
制
を
構
築

し
て
下
さ
っ
た
安
達
先
生
が
御
定
年
と
い
う
不
可
避
の
制
度
と
は
い
え
、
本
年
度
を
も
っ
て
本

学
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り

本
学
の
み
な
ら
ず
日
本
の
博
物
館
界
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
安
達
先
生
で
あ
る
の
で
、
今
後
、
そ
の

豊
富
な
御
経
験
を
活
か
し
て
、
本
学
博
物
館
学
講
座
の
み
な
ら
ず
日
本
の
博
物
館
界
の
た
め
の

新
た
な
お
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
御
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。
安
達
先
生
の
こ
れ

ま
で
の
本
学
博
物
館
学
講
座
に
対
す
る
献
身
的
な
お
力
添
え
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
先

生
の
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
を
祈
念
し
て
積
年
の
御
交
誼
の
御
礼
と
し
た
い
。 


